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第
１
章
　
総
　
　
論

1
　
政
府
の
財
政
活
動
は
な
ぜ
必
要
か

書
店
に
並
ぶ
財
政
学
の
教
科
書
を
一
瞥べ
つ

す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
財
政
と
は
何
か
、
ど
う
い
う
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
始
め
る
と
キ
リ
が
な
い
が
、
あ
え
て
ご
く
大
雑
把
に
定
義
す
る
な

ら
ば
、
そ
れ
は
、「
政
府
な
い
し
公
的
部
門
が
、
国
民
生
活
の
安
定
・
充
実
と
そ
の
発
展
を
目
的
と
し
て
行
う
支
出
・

投
融
資
活
動
と
、
そ
れ
に
必
要
な
資
金
の
調
達
」
と
で
も
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
れ
で
は
、「
国
民
生
活
の
安
定
・
充
実
と
そ
の
発
展
」
の
た
め
に
、
な
ぜ
政
府
の
財
政
活
動
が
必
要
と
さ
れ
る
の

か
。
現
代
資
本
主
義
社
会
に
お
い
て
民
間
の
経
済
活
動
を
律
す
る
の
は
、
需
要
と
供
給
の
交
点
で
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
価

格
と
供
給
量
が
決
ま
り
、
そ
の
時
点
で
真
に
最
適
な
資
源
配
分
が
実
現
す
る
と
い
う
「
市
場
機
能
」
へ
の
信
頼（「
パ
レ

ー
ト
最
適
」）で
あ
り
、
そ
れ
で
十
分
で
は
な
い
か
。
教
科
書
は
こ
の
疑
問
に
対
し
て
多
く
の
紙
数
を
割
い
て
い
る
が
、

そ
こ
で
と
り
わ
け
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
財
政
の
持
つ
「
資
源
配
分
の
調
整
」「
経
済
の
安
定
化
」
お
よ
び
「
所
得

の
再
分
配
」
の
三
つ
の
機
能
で
あ
る
。

資
源
配
分
の
調
整
と
は
、
市
場
機
能
に
任
せ
て
い
て
は
十
分
に
、
あ
る
い
は
全
く
供
給
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
財
・
サ
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経
済
の
安
定
化
策
と
は
、
一
つ
に
は
、
景
気
の
現
状
と
先
行
き
を
見
据
え
つ
つ
、
財
政
支
出
と
租
税
制
度
の
両
面
か

ら
、（
直
接
あ
る
い
は
間
接
的
に
）総
需
要
に
、
そ
し
て
そ
れ
を
通
じ
て
総
生
産
に
働
き
か
け
、
経
済
の
安
定
的
な
発
展
を

促
す
政
策（「
裁
量
的
財
政
政
策
」、
い
わ
ゆ
る
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
政
策
）を
指
す
。
今
一
つ
は
、
財
政
制
度
に
本
来
的
に
組
み
込

ま
れ
て
い
る
景
気
安
定
化
装
置（「
ビ
ル
ト
イ
ン
・
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
」）で
あ
る
。
好
況
に
な
る
ほ
ど
税
収
が
増
え
、
景
気

の
過
熱
を
抑
え
る
効
果
を
持
つ
累
進
課
税
制
度
や
、
不
況
に
な
る
と
支
出
が
増
え
、
景
気
を
下
支
え
す
る
役
割
を
果
た

す
失
業
保
険
制
度
な
ど
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。

所
得
の
再
分
配
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
年
金
や
医
療
、
あ
る
い
は
社
会
福
祉
等
を
主
体
と
す
る
公
的
社
会
保
障

制
度
の
機
能
と
、
所
得
格
差
是
正
の
た
め
の
税
制
面
か
ら
の
働
き
か
け（
累
進
課
税
・
課
税
最
低
限
制
度
等
）で
あ
る
。
所

得
分
配
の
面
で
市
場
が
「
失
敗
」
す
る
の
は
、
市
場
理
論
が
、「
各
経
済
主
体
の
間
に
は
本
来
如
何
な
る
違
い
も
存
在

し
な
い
」
と
い
う
非
現
実
的
な
前
提
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
所
得
の
再
分
配
問
題
は
、
同
一
世
代
間

だ
け
で
は
な
く
、
世
代
を
跨ま

た
がっ
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
国
債
発
行
に
よ
っ
て
財
政
赤
字
を
賄
ま
か
な

う
と
い
う
、
昨
今
定
着
し
た
か
の
感
が
あ
る
政
策
運
営
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
他
に
、
財
政
に
は
、
あ
る
特
定
の
目
的
の
達
成
の
た
め
に
外
部
か
ら
刺
激
を
与
え
、
そ
の
実
現
を
促
す
と
い
う

力
も
あ
る（
特
定
案
件
に
つ
い
て
の
税
制
優
遇
・
補
助
金
の
給
付
等
）。
そ
の
逆
の
ケ
ー
ス
が
、
公
害
の
よ
う
な
、
市
場
機
能

の
外
部
で
発
生
す
る
事
象（
外
部
性
）へ
の
対
応
で
あ
っ
て
、
財
政
は
、
こ
う
し
た
負
の
外
部
効
果
を
、
直
接
的
な
規
制

に
よ
る
こ
と
な
く
抑
制
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る（
そ
の
好
例
が
、
大
気
汚
染
防
止
の
た
め
の
環
境
税
の
賦
課
で
あ

る
）。
さ
ら
に
、
財
政
に
は
、
中
長
期
的
に
一
国
の
経
済
構
造
を
変
え
る
と
い
う
大
き
な
力
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
子

育
て
支
援
を
強
化
し
て
人
口
の
減
少
を
防
ぎ
、
人
口
構
成
を
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
通
じ
て
マ
ク
ロ
の
貯
蓄
投
資
バ
ラ
ン

� 4

ー
ビ
ス（「
純
粋
公
共
財
」「
準
公
共
財
」）を
供
給
す
る
こ
と
、
経
済
の
安
定
化
と
は
、
市
場
機
能
に
任
せ
て
お
く
と
大
幅

に
変
動
し
が
ち
な
経
済
活
動
を
極
力
平
準
化
す
る
た
め
に
、
租
税
収
入
と
財
政
支
出
の
両
面
か
ら
景
気
の
刺
激
な
い
し

は
抑
制
策
を
講
ず
る
こ
と
、
所
得
の
再
分
配
と
は
、
こ
れ
ま
た
市
場
に
任
せ
て
お
く
と
極
端
な
所
得
格
差
が
生
じ
、
道

義
的
に
も
問
題
で
あ
る
上
に
、
社
会
不
安
の
源
と
な
り
、
ひ
い
て
は
経
済
成
長
を
阻
害
す
る
要
因
と
も
な
る
こ
と
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
講
じ
て
こ
れ
を
是
正
す
る
こ
と
、
と
説
明
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
市
場
経
済
に
内
在
す
る
い
わ
ゆ

る
「
市
場
の
失
敗
」
を
認
め
、
財
政
面
か
ら
こ
れ
を
正
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

資
源
配
分
を
調
整
す
る
た
め
に
国
家
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
純
粋
公
共
財
の
例
と
し
て
は
、
国
防
・
治
安
・
一
般
道

路
や
橋
梁
の
建
設
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、「
非
排
除
性
」（
新
た
に
そ
れ
を
―
―
し
ば
し
ば
無
料
で
―
―
享
受
し

よ
う
と
す
る
人〈
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
〉を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
）と
、「
非
競
合
性
」（
新
た
に
そ
れ
を
享
受
す
る
人
が
増
え
て

も
、〈
混
雑
と
い
っ
た
一
時
的
摩
擦
を
除
け
ば
〉他
の
人
々
が
そ
れ
を
享
受
す
る
の
を
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
）と
を
特
徴
と
す
る
。

こ
う
し
た
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
市
場
機
能
に
任
せ
た
場
合
、
そ
の
供
給
は
完
全
に
ゼ
ロ
と
な
る
か
、
供
給
さ
れ
た
と
し
て

も
そ
の
配
分
に
極
端
な
不
都
合
が
生
じ（
た
と
え
ば
、
カ
ネ
を
出
さ
な
け
れ
ば
警
察
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
く
れ
な
い
、
あ
る
い

は
消
防
車
が
出
動
し
な
い
）、
国
民
生
活
に
甚
大
な
影
響
が
及
ぶ
は
ず
で
あ
る
。
一
方
、
準
公
共
財
と
は
、
市
場
機
能
に

よ
る
資
源
配
分
の
余
地
は
あ
る
程
度
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
結
果
が
不
完
全
・
不
十
分
・
不
適
切
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
財
・
サ
ー
ビ
ス
、
た
と
え
ば
一
定
の
レ
ベ
ル
の
教
育
や
医
療
行
為
な
ど
を
指
す
。
貧
し
い
が
故
に
、
基
礎
的
な
教
育

や
通
常
の
レ
ベ
ル
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
増
え
る
と
、
国
全
体
と
し
て
の
教
育
水
準
や
国

民
全
体
の
健
康
状
態
に
ま
で
影
響
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
は
適
切
な
政
策
で
は
な

く
、
何
ら
か
の
形
で
政
府
の
関
与
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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公
的
部
門

（
広
義
の
政
府
）

一
般
政
府

（
狭
義
の
政
府
）

公
的
企
業

中
央
政
府

地
方
政
府

社
会
保
障
基
金

政
府
関
係
機
関

独
立
行
政
法
人
・
特
殊
会
社
等

地
方
公
営
事
業

地
方
公
社
等

わ
が
国
に
お
い
て
「
中
央
政
府
」
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
霞
が
関
界
隈
に
所
在
す
る
以
下
の
各
省
庁
と
そ
の
地

方
支
部
局
、
お
よ
び
そ
こ
に
勤
務
す
る
国
家
公
務
員
を
指
す
。
国
家
公
務
員
の
数
は
、
現
時
点（
二
〇
一
五
年
）で
、
一

般
行
政
機
関
で
約
三
〇
万
人
、
自
衛
官
・
特
別
機
関（
国
会
・
裁
判
所
）で
約
二
六
万
人
、
合
計
約
五
六
万
人
と
な
っ
て

い
る
。
一
般
行
政
職
員
の
う
ち
、
四
分
の
三
と
い
う
多
数
が
地
方
支
部
局
に
勤
務
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
後
述

す
る
中
央
と
地
方
と
の
関
係
、
地
方
自
治
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
重
複
行
政

　

―
―

　

人
的
・

物
的
資
源
の
過
剰
投
入

　

―
―

　

が
行
わ
れ
て
お
り
、
行
政
の
効
率
化
を
妨
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
か（
二
重
行
政
）と
い
う

疑
問
で
あ
る
。

一
方
、「
地
方
政
府
」
と
は
次
の
よ
う
な
組
織
の
総
称
で
あ
る
。
地
方
政
府
は
、
法
律
上
は
「
地
方
公
共
団
体
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
が
、
地
方
自
治
の
観
念
が
浸
透
す
る
に
伴
っ
て
、「
地
方
自
治
体
」
と
い
う
表
現
が
次
第
に
定
着
し
て

き
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
、
地
方
住
民
が
作
り
上
げ
、
住
民
自
ら
の
生
活
の
維
持
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
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剰
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入

　

―
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が
行
わ
れ
て
お
り
、
行
政
の
効
率
化
を
妨
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
か（
二
重
行
政
）と
い
う

疑
問
で
あ
る
。

一
方
、「
地
方
政
府
」
と
は
次
の
よ
う
な
組
織
の
総
称
で
あ
る
。
地
方
政
府
は
、
法
律
上
は
「
地
方
公
共
団
体
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
が
、
地
方
自
治
の
観
念
が
浸
透
す
る
に
伴
っ
て
、「
地
方
自
治
体
」
と
い
う
表
現
が
次
第
に
定
着
し
て

き
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
、
地
方
住
民
が
作
り
上
げ
、
住
民
自
ら
の
生
活
の
維
持
向
上
を
目
指
す
こ
と
を

ス
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
し
ば
し
ば
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
が
、
構
造
改
革
に
よ
る
成

長
促
進（「
第
三
の
矢
」）が
専
ら
の
話
題
と
な
っ
て
い
る
昨
今
で
は
改
め
て
注
目
す
べ
き
重
要
な
機
能
で
あ
る
。
人
口
の

減
少
が
日
本
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
の
深
刻
さ
に
つ
い
て
は
後
に
第
5
章
、
第
8
章
で
論
ず
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
市
場
の
失
敗
」
を
是
正
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
財
政
活
動
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、

し
ば
し
ば
「
政
府
の
失
敗
」
が
生
ず
る
こ
と
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
場
機
能
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
が
働
か

な
い
政
府
部
門
の
活
動
は
必
然
的
に
肥
大
化
す
る
傾
向
を
持
つ
。
民
間
に
任
せ
て
お
く
こ
と
が
で
き
、
か
つ
そ
れ
が
適

切
で
あ
る
よ
う
な
分
野
に
ま
で
政
府
部
門
が
介
入
し
、
折
角
の
市
場
機
能
を
歪
め
、
効
率
化
を
阻
害
す
る
リ
ス
ク
は
常

に
潜
在
す
る
。
歳
出
の
執
行
過
程
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
決
算
段
階
に
お
け
る
検
証
、
審
査
を
厳
格
に

行
う
こ
と
は
こ
う
し
た
要
請
に
こ
た
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
状
は
理
想
と
は
程
遠
い
。
こ
の
点
は
第
8
章
で
改
め
て

取
り
上
げ
る
。2

　
財
政
活
動
の
主
体

財
政
活
動
の
主
体
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
政
府
」
な
い
し
は
「
公
的
機
関
」
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
何
を
指
す
の

か
、
そ
の
こ
と
を
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。

国
民
の
経
済
活
動
全
体
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
際
に
頼
り
に
な
る
の
は
「
国
民
経
済
計
算
体
系
」（
Ｓ
Ｎ
Ａ
：System

�

of�N
ational�A

ccounts

）で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
公
的
部
門
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。



9

内閣官房

内 閣 府 復 興 庁 総 務 省 法 務 省 外 務 省 財 務 省 文部科学省 厚生労働省 農林水産省

衆 議 院

事 務 局

法 制 局

事 務 局

法 制 局

参 議 院

宮 内 庁
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公安調査庁
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金 融 庁
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国立国会図書館

〔立　法〕
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地方裁判所

簡易裁判所

家庭裁判所
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出所）内閣人事局
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3
　
国
民
生
活
に
お
け
る
財
政
の
ウ
エ
イ
ト

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
政
府
部
門
は
、
日
本
経
済
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
の
か
。
民
間
部

門
と
の
対
比
で
は
ど
う
か
。
図
表
１
―
１
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
と
り
わ
け
、
中
央
政
府
と
比
較
し

て
地
方
政
府
の
ウ
エ
イ
ト
が
二
倍
半
近
く
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

こ
う
し
た
日
本
の
政
府
・
公
的
機
関
は
、
他
の
国
と
比
べ
て
大
き
い
の
か
小
さ
い
の
か
。
図
表
1
―
2
は
、
主
要
国

の
国
民
経
済
に
占
め
る
財
政
部
門
の
ウ
エ
イ
ト
を
示
し
て
い
る
が
、
こ

れ
で
見
る
と
、（
意
外
に
も
）日
本
は
米
国
に
次
ぐ
「
小
さ
い
政
府
」
の

国
で
あ
る
。
と
り
わ
け
人
件
費
の
低
さ
が
目
立
つ（
人
件
費
は
政
府
最
終

消
費
支
出
の
一
項
目
と
し
て
扱
わ
れ
る〈
同
表
注
参
照
〉）が
、
こ
の
こ
と
は
、

人
口
対
比
の
公
務
員
数
が
他
国
に
比
べ
て
か
な
り
少
な
い
と
い
う
事
実

に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る（
図
表
1
―
3
）。

た
だ
、
こ
う
し
た
統
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
行
財
政
制
度
が
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
こ
と（
と
り
わ
け
、
単
一
国
家
か
連
邦
国
家
か
に
よ
っ
て

生
ず
る
差
異
は
大
き
い
）、
公
務
員
の
定
義（
た
と
え
ば
軍
人
の
扱
い
方
）と

い
っ
た
点
で
結
果
が
大
き
く
異
な
り
、
表
面
的
な
数
字
を
単
純
に
比
較

し
て
性
急
に
結
論
を
出
す
こ
と
に
つ
い
て
は
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

図表 1-1　日本経済に占める各部門のウエイト
（2013 年度，単位兆円，カッコ内構成比〈％〉）

名目国内総生産（支出側） 483.1（100.0）

政府部門 122.4（25.3）　　
　中央政府 23.3（4.8）　
　地方政府 56.5（11.7）　
　社会保障基金 42.6（8.8）　
民間部門 376.7（78.0）　
　企業 68.9（14.3）　
　家計 307.8（63.7）　
海外部門＊ −15.9（−3.3）　

＊財・サービスの純輸出．
出所）『地方財政の状況』（平成 27 年 3 月）
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目
的
と
す
る
、
れ
っ
き
と
し
た
一
つ
の
「
政
府
」
で
あ
る
と
い
う
認
識

が
育
つ
こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
観
点
に
立
っ
て
、

本
書
で
も
原
則
と
し
て
「
地
方
政
府
」
と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
。
な

お
、
上
で
触
れ
た
、
中
央
と
地
方
と
の
間
の
二
重
行
政
・
資
源
の
過
剰

投
入
問
題
は
、
規
模
と
形
は
異
な
る
も
の
の
、
都
道
府
県
と
市
町
村
と

の
間
に
も
存
在
す
る
。
二
〇
一
五
年
五
月
央
に
行
わ
れ
、
世
間
の
耳
目

を
集
め
た
、「
大
阪
都
構
想
」
を
巡
る
住
民
投
票
は
、
こ
の
問
題
が
表

面
化
し
た
端
的
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

特
別
地
方
公
共
団
体

普
通
地
方
公
共
団
体

地
方
政
府

都
道
府
県（
広
域
自
治

体
）・
市
町
村（
基
礎
自
治

体
）

特
別
区（
東
京
二
三
区
）・

一
部
事
務
組
合
・
広
域
連

合
・
財
産
区
・
地
方
開
発

事
業
団

一
般
政
府
の
第
三
の
部
門
で
あ
る
「
社
会
保
障
基
金
」
と
は
、
社
会
保
険
に
関
連
す
る
特
別
会
計
、
事
業
会
計
あ
る

い
は
共
済
組
合
・
各
種
年
金
基
金
等
を
包
摂
す
る
概
念
で
あ
り
、
独
立
し
た
一
つ
の
組
織
を
指
す
わ
け
で
は
な
い
。
中

央
政
府
と
地
方
政
府
、
そ
れ
に
社
会
保
障
基
金
の
三
者
の
間
に
は
入
り
組
ん
だ
所
得
移
転
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
網
の
目
の

よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
さ
ら
に
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

地方政府の構成

団体数 公務員数 歳出規模＊

都道府県 　47＊＊＊ 150 万人 50.1 兆円
市町村＊＊ 1718＊＊＊ 124 　　 54.9 　　

合　計 274＊＊＊＊ （人件費約 22 兆円）

＊2013 年度決算額．
＊＊1950 年に 1万以上あった市町村は，昭和の大合併
で 3000 台に，平成の合併で現在の規模となった．
＊＊＊2014 年 4 月 5 日現在．内訳は市 790，町 745，
村 183．その他に特別区 23，一部事務組合 1348 等
がある．
＊＊＊＊2014 年 4 月 1 日現在．内訳は，一般行政 91，
教育 103，警察 28，消防 16，公営企業等 36（万人）．
出所）総務省『地方財政の状況』（平成 27 年 3 月）他


